
午
前
八
時
に
井
原
市
役
所
南

駐
車
場
へ
集
ま
っ
た
団
員
ら
は

元
気
一
杯
。
育
成
会
員
ら
と
一

緒
に
担
当
区
域
を
回
り
、
各
家

庭
か
ら
出
さ
れ
た
古
新
聞
や
ダ

ン
ボ
ー
ル
、
空
き
缶
な
ど
を
積

み
込
ん
だ
。

初
め
て
の
資
源
回
収
だ
っ
た

四
年
小
川
恭
平
君
は
「
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
っ
て
ま
ち
の
中
を
回
る

の
は
面
白
か
っ
た
。
重
い
新
聞

の
束
も
あ
っ
た
け
れ
ど
頑
張
り

ま
し
た
」
と
笑
顔
。
作
業
終
了

後
、
六
年
田
原
博
己
団
長
が
自

治
連
合
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
に
「
お
手
伝
い
を
頂
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

礼
を
述
べ
た
。

総
量
約
15
ト
ン
を
回
収
で
き

た
こ
と
に
つ
い
て
黒
崎
英
夫
育

成
会
長
は
「
皆
様
の
お
心
遣
い

に
感
謝
し
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
た
。

側
溝
の
土
砂
回
収
が
六
月
一

日
、
自
治
連
合
会
役
員
や
各
組

自
治
会
長
ら
の
協
力
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
。

午
前
八
時
三
十
分
に
井
原
大

橋
の
下
へ
集
ま
っ
た
関
係
者
は

ダ
ン
プ
カ
ー
二
台
で
倉
掛
地
内

を
回
り
、
事
前
に
住
民
が
土
の

う
袋
に
入
れ
て
い
た
約
６
ト
ン

の
土
砂
を
搬
送
し
た
。
五
月
に

は
処
分
場
へ
側
溝
の
土
砂
と
一

緒
に
不
適
切
な
ゴ
ミ
が
持
ち
込

ま
れ
た
た
め
、
市
で
は
監
視
態

勢
を
強
化
。
土
の
う
袋
の
チ
ェ

ッ
ク
も
あ
っ
た
が
、
倉
掛
は
適

正
だ
っ
た
。

ま
た
こ
の
日
は
使
用
期
限
切

れ
と
な
っ
た
自
治
会
所
有
消
火

器
の
薬
剤
と
、
劣
化
し
た
器
具

箱
十
個
の
交
換
も
行
っ
た
。

定
例
試
運
転
日
の
消
防
団
第

３
部
は
、
倉
掛
夏
目
両
自
治
連

合
会
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
計
七

カ
所
の
暗
渠
清
掃
を
実
施
。
公

道
に
埋
め
ら
れ
た
消
火
栓
で
、

黄
色
の
ペ
イ
ン
ト
が
薄
く
な
っ

た
個
所
の
塗
り
替
え
と
、
い
ま

い
理
容
倉
掛
店
南
に
あ
る
水
源

の
鉄
板
蓋
に
騒
音
防
止
策
を
施

し
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
総
代
と

新
講
中
組
の
関
係
者
約
二
十
人

が
六
月
一
日
、
倉
掛
公
民
館
で

集
会
を
開
い
た
。

新
講
は
神
楽
な
ど
を
取
り
仕

切
る
区
当
番
と
共
に
、
秋
季
大

祭
に
関
わ
る
氏
子
団
体
の
一

つ
。
約
百
五
十
年
の
歴
史
が
あ

り
、
倉
掛
と
夏
目
の
約
四
十
世

帯
が
加
入
。
東
組
・
中
組
・
西

組
に
分
か
れ
、
輪
番
制
で
拝
殿

の
し
め
縄
を
奉
納
し
て
い
る
。

講
員
数
の
安
定
し
て
い
た
中
組

も
近
年
、
世
代
交
代
な
ど
に
よ

っ
て
休
講
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

世
帯
が
増
え
、
今
後
の
対
応
を

迫
ら
れ
た
こ
と
か
ら
話
し
合
い

の
場
を
も
っ
た
。

出
席
者
か
ら
は
「
簡
素
化
が

必
要
」
「
出
費
も
労
力
も
一
律

に
負
担
す
べ
き
」
「
飲
食
を
控

え
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
、
そ
れ
ら
を
集
約
し
た
結

果
、
現
行
四
組
を
二
組
へ
統
合

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

稲
わ
ら
の
調
達
が
困
難
と
な

り
つ
つ
あ
る
し
め
縄
作
り
に
つ

い
て
神
社
側
は
「
伝
統
を
守
る

意
味
に
お
い
て
も
従
来
通
り
新

講
当
番
に
お
願
い
し
た
い
。
し

か
し
、
双
方
の
話
し
合
い
で
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
は
可
能
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

中
組
の
山
岡
邦
夫
総
責
任
者

は
「
課
題
だ
っ
た
統
合
が
決
ま

り
、
平
成
四
十
年
頃
ま
で
の
当

番
も
確
認
で
き
た
」
と
述
べ
、

今
後
の
組
織
運
営
に
つ
い
て
協

力
を
求
め
た
。
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ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

地
域
の
協
力
に
感
謝

少年団資源回収

中
組

２
グ
ル
ー
プ
へ
統
合

郷社・新講

井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会

（
三
宅
秀
治
会
長
）
の
二
十
人

が
五
月
二
十
九
日
、
島
根
県
雲

南
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

同
市
は
六
～
七
万
本
の
桜
が

植
え
ら
れ
て
い
る
花
の
ま
ち
。

中
で
も
日
本
の
さ
く
ら
名
所
百

選
の
一
つ
で
あ
る
木
次
町
の

「
斐
伊
川
堤
防
」
は
有
名
で
、

シ
ー
ズ
ン
中
は
２
㎞
に
連
な
る

約
八
百
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

見
よ
う
と
十
二
万
人
も
の
観
光

客
が
押
し
寄
せ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
日
は
歩
き
や
す
い
堤
防

と
緑
鮮
や
か
な
ト
ン
ネ
ル
が
私

た
ち
を
優
し
く
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
説
明
に
よ
れ
ば
、
桜
守

と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
一
年
を

通
し
て
幹
や
堤
の
手
入
れ
を
行

う
な
ど
、
桜
並
木
の
維
持
管
理

費
は
年
間
一
千
万
円
。
高
い
か

安
い
か
は
別
と
し
て
、
ま
ち
の

シ
ン
ボ
ル
と
認
識
さ
れ
て
い
る

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

井
原
堤
も
約
２
㎞
に
五
百
本

の
桜
。
か
つ
て
の
賑
わ
い
が
蘇

っ
て
欲
し
い
と
期
待
す
る
一
日

で
し
た
。

倉掛自治連合会長 川 相 益 一

井原町まちづくりの会が視察

梅雨入りが間近い６月８日、倉掛少年団の春季資源回収

が行われ、自治連合会や学生ボランティアを加えた総勢約

６０人が作業に精を出した。

溝 掃 除 の 土 砂 処 理

井
原
大
橋
付
近
の
土
砂
を
ダ
ン
プ
カ
ー

に
積
み
込
む
自
治
連
合
会
役
員

２

㎞

の

堤

防

へ

８

０

０

本

の

桜

心配された雨も降らず作業は効率よく進んだ＝市役所南駐車場

緑
が
鮮
や
か
な
斐
伊
川
沿
い
の
桜
並
木



開
会
式
で
井
原
公
民
館
の
平

川
達
也
館
長
は
「
町
民
の
健
康

づ
く
り
と
交
流
を
深
め
、
井
原

町
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
と
開

か
れ
て
い
る
大
会
で
す
」
、
井

原
小
学
校
の
奥
田
隆
夫
校
長
は

「
“
輝
く
汗
と
固
い
絆

力
を

出
し
き
り
優
勝
め
ざ
せ
！
”
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
小
学
生

２
８
１
名
、
幼
稚
園
生
４
３
名

が
一
生
懸
命
練
習
を
し
ま
し

た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
を

ご
覧
下
さ
い
」
な
ど
と
挨
拶
。

午
前
九
時
か
ら
小
学
生
の
徒

競
走
や
リ
レ
ー
、
幼
稚
園
児
の

可
愛
い
演
技
が
始
ま
る
と
、
各

テ
ン
ト
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送

ら
れ
た
。

「
成
績
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」

と
言
い
な
が
ら
も
気
に
な
る
の

が
順
位
。
今

年
初
め
て
行

わ
れ
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
競
争
は
一

位
。
玉
入
れ

は
逆
に
最
下

位
と
、
一
喜

一
憂
の
戦
い

を
繰
り
広
げ

た
結
果
、
倉

掛
は
総
合
六
位
。
昨
年
の
成
績

を
一
つ
上
回
っ
た
。
倉
掛
自
治

連
合
会
の
谷
和
政
福
祉
体
育
部

長
は
「
昨
日
か
ら
の
雨
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
状
態
が
悪
い
中
、
ご

協
力
を
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
、
関
係
住
民
に
礼

を
述
べ
て
い
た
。
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6/22  井原学区少年団球技大会
6/29  井原ソフトボールリーグ

倉掛－新町 倉掛－下町
7/ 6  消防団第３部試運転日
7/ 9  サロンあすは絵手紙教室
7/12  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
7/19  自治連合会防犯パトロール
7/22  ラジオ体操 7/22～8/4

（7/26～27は休み）
午前６時30分～郷社

7/26～27 倉掛少年団キャンプ
福山市鞆の浦

7/27  井原ソフトボールリーグ
倉掛－ＶＩＰ 倉掛－中町

8/ 2  井原市夏まつり
8/ 3  井原市納涼花火大会
8/ 3  倉掛少年団・倉掛公園清掃
8/14  井原町盆踊り大会（井原小）
8/14～16 富士登山 （山岳同好会）

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

■郷社近くの軒下を借りて子育て真っ最中

のツバメ。親がエサ探しに出かけたので巣

をのぞき、５羽のヒナをパチリ。

■倉掛の住民から要望があった市民活動セ

ンター～トマト銀行間の横断歩道設置につ

いて井原警察署は「現在の通行量などから

横断歩道の表示は必要ない」との判断を示

した。

猪
清

向
町

新
町

本
町

中
町

下
町

倉
掛

夏
目

あなたと二人で ３ ４ ５ ２ ８ １ ７ ６

消防団リレー ８ ８ ６ ６ ２ ２ ４ ４

リームリレー ２ ６ ８ ８ ６ ２ ４ ４

グラウンドゴルフ競争 ６ ５ ４ ３ ３ １ ８ ７

綱 引 き ４ ２ ６ ６ ８ ２ ４ ８

ボールけり競争 ８ ２ ６ ６ ８ ２ ４ ４

玉入れ競争 ３ ５ ７ ６ ８ ４ １ ２

小学生地区対抗リレー ６ ６ ４ ４ ２ ２ ８ ８

年代別地区対抗リレー ４ １ ５ ６ ８ ３ ２ ７

得 点 合 計 44 39 51 47 53 19 42 50

順 位 ５ ７ ２ ４ １ ８ ６ ３

井原町大運動会成績表

今年も頑張りました第９回井原町大運動会

井原町内８地区対抗の第９回井原町大運動会が５月

２５日、井原小学校グラウンドで開かれ、計２３種目

に子供からお年寄りまで多数が参加した。

一
着
と
な
っ
た
小
学
生
地
区
対
抗
リ
レ
ー
で
快
走
す

る
倉
掛
の
選
手
た
ち
。
写
真
中
段
右
＝
13

－

２
組
の

１
年
熊
谷
祥
舞
君
。
写
真
中
段
左
＝
13

－

２
組
の
２

年
倉
橋
未
玖
さ
ん
。
写
真
下
＝
８
組
の
３
年
掛
橋
伊

織
君

写
真
右
＝
Ｐ
Ｔ
Ａ
種
目
「
あ
な
た
と
二
人
で
」
で
息

の
合
っ
た
走
り
を
見
せ
る
倉
掛
７
組
の
坂
本
淳
仁
さ

ん
晃
子
さ
ん
夫
妻

写真＝綱引きは１回戦で夏目に完敗「みんなガンバレ！！」

倉掛

６位

「上手い！」倉掛９組の妹尾磯吉さん


